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当麻町立図書館（☎84－２５６６）
ホームページ　http://lib.net-bibai.co.jp/tohma/

●休 館 日　毎週月曜日／年末年始／祝祭日(11／３を除く)
　　　　　　特別整理期間
●開館時間　午前９時30分～午後５時15分
　　　　　 (木曜日は午前11時～午後７時)

あふれる家	 中島さなえ

暗鬼夜行	 月村了衛

イエロー・サブマリン	 小路幸也

江戸の夢びらき	 松井今朝子

駆け入りの寺	 澤田瞳子

逆ソクラテス	 伊坂幸太郎

希林のコトダマ	 椎根和

銀花の蔵	 遠田潤子

告解	 薬丸岳

子どもを叱りつける親は失格ですか？	 アベナオミ

サガレン	 梯久美子

さだの辞書	 さだまさし

山月記	 中島敦

四神の旗	 馳星周

シニアの高血圧	 土橋卓也

焦眉	 今野敏

スノードロップ	 島田雅彦

旅のつばくろ	 沢木耕太郎

誰も気づかなかった	 長田弘

男子ごはんの本　その12	 国分太一

逃亡者	 中村文則

とびきりおいしい家パスタ Tesshi

猫を棄てる	 村上春樹

濱地健三郎の幽たる事件簿	 有栖川有栖

日高晤郎フォーエバー	 川島博行

魔女たちは眠りを守る	 村山早紀

迷宮の月	 安部龍太郎

立花三将伝	 赤神諒

恋愛未満	 篠田節子

輪舞曲	 朝井まかて

えいごではなそう！ミニオンＡＢＣのえほん
絵でわかる建物の歴史	 アルタルリバ

おばあちゃんもこどもです	 いもとようこ

かぞえてみようどうぶつスポーツたいかい	 モルガン

コットンのティータイム	 あんびるやすこ

人見絹枝	 藤丘ようこ

ひとりだちするきたきつねのこども	 手島圭三郎

ふしぎ駄菓子屋銭天堂　13	 廣嶋玲子

もりのかばんやさん	 ふくざわゆみこ

レッツはおなか	 ひこ・田中

新 　刊 　書

新刊児童図書

　結審直後に法廷で

倒れた判事・嘉瀬清

一が宣告したのは、

逆転無罪。事件を担

当していた検事・大

神護は打ちひしがれ

る。そして、その判

決が、裁判官、検察官、

弁護士、被害者、加

害者それぞれの正義

を狂わせていく。江

戸川乱歩賞作家が贈

る新作ミステリー。

法の雨
下村敦史

　天然痘、ペス

ト、スペイン風

邪…そして新

型コロナウイル

ス。幾度となく

繰り返されてき

た感染症と人類との戦い。

これまで人類は感染症とど

う向き合い、克服してきた

のか。今も続く戦いの中で、

生きる希望を歴史に学ぶ。

　病と闘う者と

して、自主映画

の作家として、

敗戦国の軍国少

年として、未来

を生きる人とし

て…。今年４月に 82 年の生

涯を閉じた映画作家の人生哲

学のメッセージが詰まった一

冊。大林監督がテレビで紹介

した映画の解説も掲載。

キネマの玉手箱
大林宣彦

ピックアップ！今月の３冊

感染症対人類の世界史
池上彰・増田ユリヤ

マスコットキャラクター
「TO－マン」と「ライちゃん」

あの作家さんの誕生日っていつなんだろう？

　皆さんにそれぞれ好きな作家さんはいると思いますが、その作家さんの誕
生日まではわからないという方がほとんどではないでしょうか。
　図書館では今年の４月１日より、当日が誕生日の作家さんの紹介および図
書館で所蔵している本を展示する『今日のバースデイ作家さん』というコー
ナーを設けています。
　「今日はこの作家さんの誕生日だったんだ」と
感じていただくだけでも良し、「自分とあの作家
さんは同じ誕生日だったのか」と心の中で思って
みるのも良し、「今日はその作家さんの本を借り
てみようか」と手に取るのも良し、図書館では一
風変わった試みを始めています。
【例】Ｑ：４月１日が誕生日の作家さんは？
　　　Ａ：林真理子さん
　カウンターのそばで毎日展示を行っていますの
で、ぜひご覧ください。ちょっとしたトリビア体
験をしていただければと思います。

　昭和を代表する歴史小説家・司馬遼太郎。青春時代を戦争の真っただ
中で過ごし、陸軍少尉として終戦を迎えました。戦後、新聞記者とな
り、在職中に書いた『梟の城』が1960年に第42回直木賞を受賞、翌年
に新聞社を退職し、本格的な作家活動に入りました。
　その後、大河ドラマなどでも知られる『竜馬がゆく』、『国盗り物語』
などの長編を発表し、今日では『竜馬がゆく』は 2400 万冊、『坂の上
の雲』は 1900 万冊という発行部数を記録しています。また、作品執筆
の際には資料を次々に収集し、しまいには題材に関連する古書が出回ら
なくなったという逸話が残されています。
その他在館本：『翔ぶが如く』、『花神』、『最後の将軍』、『関ケ原』、『燃
えよ剣』
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太郎（1923～1996）


